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研究成果の概要（和文）：本研究では、3･11東日本大震災の被災地域への継続訪問を実施した。その活動を通し
て現地での生活再建とコミュニティの再生に取り組む当事者グループとの関わりから、震災当事者のコミュニテ
ィ復興に向けたリジリエンスに関する聞き取り調査研究を行った。本研究を通して、被災者経験者にとって「震
災体験を忘れない」為の研究が求められていることが明らかとなった。その結果、被災者が持つリジリエンスの
意味をライフヒストリーの形式で「3・11以後、山元町で生きる。～被災コミュニティで暮らす住民の記憶のア
ーカイブ～」という報告書を作成した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we conducted a continuous visit to the afflicted area of 
the 3.11 East Japan Great Earthquake. Through its activities, people involved in the earthquake 
disaster interviewed researches on resilience towards community reconstruction, from the 
relationship between the parties involved in the rebuilding of the local community and the 
revitalization of the community. Through this research, it was revealed that for those experienced 
by the victims, research is required to "Do not forget the experiences of the earthquake disaster". 
As a result, we made a report on the meaning of the resilience of the victims as a life history "
Living in Yamamoto Town after 3.11, Archive of the memory of the local residents living in the 
affected community" report.

研究分野：社会福祉学

キーワード： リジリエンス　3.11東日本大震災　ライフヒストリー　震災コミュニティ　震災当事者　フィールドワ
ーク

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）本研究の開始当初の背景には，2011
年 3 月 11 日の東日本大震災以後，我が国が
直面している震災後の日本社会のあり方と
して「被災した地域住民（被災者）の生活再
建を可能にするコミュニティの創成／再構
築の視点とは何か」という課題に取り組む状
況下にあった。 
（２）そのような状況の中で大震災・津波の
被害による被災体験からの復興・再生・再建
に向かう新しいコミュニティ作りの要件と
して「リジリエンス（回復力／逆境力）」の
視点から「震災被害から復興力を発揮するコ
ミュニティのあり方」を構想しその基盤を明
確化するフィールドワーク調査を基本とし
た基礎的研究としてはじめられた。 
 
２．研究の目的 
（１）2011年 3月 11日に発生した東日本大
震災を起点として本研究が取り上げた「リジ
リエンス（resilience）とコミュニティ」の問
題は、持続可能なコミュニティの構想にあた
って、近年注目されている概念である。生物
の多様性を起源とする「ダイバーシティ」
(diversity)が、人間の多様性という観点から
社会のあり方を捉えるのに対し、リジリエン
スとは、心理学分野では、困難な状況にも関
わらず，うまく適応する過程・能力・結果の
ことをさしている。近年では、変化する状況
や予期せぬ出来事（困難な状況）に対して十
分な適応を示し、利用可能な問題解決策のオ
プションを選択できるという意味で、レジリ
エンス概念に注目されている。この概念が、
自然災害に対する社会の回復（復元）力や弾
力性という意味にも使われるようになった。 
（２）本研究は、東日本大震災後の復興の過
程で、震災直後の生命維持、ライフラインの
確保など生命・健康維持の段階から、生活再
建の段階の状況下で展開された。被災地の
人々は喪失したコミュニティの再建とそこ
での生活再建へ至る段階で、コミュニティ再
生計画への参画、新たな人間関係の再構築、
地域住民として復興支援に携わる支援者・ボ
ランティアとの関係づくりなど、リジリエン
トなコミュニティ形成という新しい困難な
地域課題に直面した。 
（３）本研究では、被災地の住民が直面して
いるリジリエントなコミュニティには、被災
地の住民同士の相互扶助（共助）の中から郷
土における文化・伝統の継承者として学びあ
い、あるいは専門家、行政関係者との協働に
もとづく相互学習のプロセスとして被災住
民自身が、「震災前後を起点とする自己のラ
イフストーリー／ライフヒストリー」の組み
直しの展開がなされることがコミュニティ
の再生の「質」を左右するという事実の解明
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究方法は，環境創成の視点から被災地の 

経験で暮らすことを決意した被災者の 3.11 
震災体験の「以前と直後と以後」を俯瞰した
生活史（ライフヒストリー）の聞き取り調査
を実施し，震災以後の持続可能なコミュニテ
ィ創成に関わる地域住民（被災当事者）の経
験知に関する問題を探求するフィールドワ
ーク研究を方法論とした。 
（１）研究１（地域リジリエンス研究）震災
（3.11）経験が日本社会に与えた影響に関す
る社会教育学及び地域福祉文化論的検討 
 この研究 1では，震災後の地域社会におい
て防災対策から予想できない自然災害への
対応策として減災対策のあり方が検討され
てきていた。従来，地域福祉の対象者であっ
た高齢者・障害者・母子・子ども等を「災害
弱者」をはじめ，すべての地域住民が否応な
く巻き込まれる自然災害がコミュニティを
襲った時，住民の安心・安全を守り，今まで
の防犯・防災への備えからさらに減災対策ま
でも視野に入れたコミュニティ再生・復興プ
ランの具体案が現在，震災地域では住民と行
政を巻き込んで議論されていた。現状におい
てトップダウン的復興（コンパクトシティ）
計画は，当初からフィールドでの被災各地で
地域住民とのコンフリクトを生んでいた。本
研究では，地域住民同士が被災経験という共
通体験でつながりながら，歴史的な地域伝承
文化を手がかりとして被災経験を自分たち
が暮らす街（まち）の復興プランの形成過程
にどのように組み込んで来たのかを住民の
目線から描き出した。例えば，地域の祭りや
行事の復活を手がかりに地域文化の保全の
重要性を共有することへの社会教育学及び
地域福祉文化論的検討をとおしてコミュニ
ティのリジリエンス（回復力・適応力）を導
く条件とは何かを解明することにした。 
（２）研究２（地域生活回復力研究）コミュ
ニティにおける住民の連帯（ネットワーク）
と生活再建のための生活福祉及び健康ニー
ズの解明と当事者支援方法についての検討 
 この研究 2では，コニュニティにおける地
域住民の連帯とは何かについて，そして，そ
の生活再建に向けた生活福祉及び健康ニー
ズの解明と復旧から復興さらに生活再建の
ための支援方法のあり方の検討を行った。そ
の中で，仮設住宅やみなし仮設で暮らす被災
者一人ひとりが，日々の生活の中「失われた
日常」を取り戻すことを可能にする基本要件
とは何か。つまり，コミュニティの脆弱性を
強さへと転換するリジリエンスの特徴とは
何かついて解明した。具体的な研究方法とし
ては，仮設住宅・みなし仮設での支援活動を
展開する地域の社会福祉協議会の取り組み
と具体的支援活動を展開する生活支援相談
員と住民への生活実態を「生活福祉と健康ニ
ーズ調査」（フィールドワークとしての参与
観察調査）として４年間にわたる定点観測的
地域調査として計画実施した。対象としたコ
ミュニティで生活する住民の生活意識の変
化について，玄田有史等（東大社会研）の『希



望学』研究やポジティブ心理学の知見（外傷
後成長に関する諸研究）を手がかりとして生
活再建の過程とそのための必要条件と影響
要因をリジリエンスの視点から解明を試み
た。 
 具体的には、東日本大震災の被災地である
仙台市より車で１時間程の沿岸部の町（山元
町）の地域ボランティア・センターを地域リ
ジリエンス研究のフィールドワーク拠点と
した。方法として現在，仮設住宅やみなし仮
設住宅で生活を余儀なくされている地域住
民の震災復興の過程を街づくりにおける①
震災の経験を語り継ぐ文化伝承とコミュニ
ティ計画策定の動向調査として住民集会へ
の参加取材や，②震災地域 FM ラジオ局（り
んごラジオ放送）の震災直後から現在までの
取り組みと青年団活動を通した地域ネット
ワーク作りの過程を取材調査，さらに，③被
災住民の生活再建に向けた地域生活回復力
調査，④津波被害地域のフィールドワーク調
査からコミュニティのリジリエンスを起動
させる要因に関する「ナラティブ（語り）」
収集と震災被災者の経験知の風化を防ぐた
めの証言集作成を目指した。 
 
４．研究成果 
挑戦的萌芽研究としての位置付けにあった
本研究の成果としては、この４年間の間に４
５回以上の現地（フィールド：山元町）への
訪問を継続することを通して、現地での生活
再建とコミュニティの再生を共有する当事
者グループ（山元町の復興を考える住民の
会：略称：土曜日の会という自助グループ）
との出会い、グループへの参加を通して、震
災当事者がコミュニティ復興に向けたリジ
リエンスとは何かを問いかけた。被災地への
ボランティアが減少する中で、各当事者自身
が経験した「震災体験を風化・喪失させない」
為の研究的取り組み（研究１と研究２の統
合）が求められていることが明らかとなった。 
当初の研究目的や研究方法の発展としても、
「様々な形で震災体験を乗り越え、そして、
その喪失（近親者の死、津波による家屋の倒
壊、交通手段（常磐線）の４年以上もの不通
状態：尚、2016 年 12 月に山元町の山側に山
下駅（新駅）と仙台駅が開通した）による人
口流出（減少）、先の見えない、震災住民の
意向が反映されないまま行政主導のコンパ
クトシティ構想への疑問等の問題をかかえ
ながら、現地で踏みとどまることを決意した
被災者（インタビュー協力を得た方々）の持
つリジリエンスの意味をライフヒストリー
の形式で「証言記録（ナラティブ研究の現資
料）のアーカイブ」としてまとめるという作
業に最終年は集中的に取り組んだ。 
 その結果、『3・11 以後、山元町で生きる。
〜被災コミュニティで暮らす住民の記憶の
アーカイブ〜』（全 277 頁）を報告書（500 冊）
として作成し、現地の町会議会の議員・行政
担当者や復興に協力的なボランティア団体

機関、研究所・図書館等への寄贈を研究チー
ム各自が個別に積極的に進めることができ
た。 
 今後の課題は、その証言記録がもたらす影
響力に関する追跡調査がさらにできれば思
う。 
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